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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイと、近接センサと、前記ディスプレイの画面表示を制御するコントローラ
と、を備え、
　前記コントローラは、
　前記ディスプレイの画面表示を中断した直前のモードが第１モードの場合に、前記ディ
スプレイの画面表示を再開する前にセキュリティロック画面を表示させ、
　前記ディスプレイの画面表示を中断した直前のモードが第２モードの場合に、前記セキ
ュリティロック画面を選択的に非表示として、前記ディスプレイの画面表示を再開し、
　前記コントローラは、
　前記第２モードの場合に、前記近接センサによるユーザのジェスチャ操作の検出を有効
にする、電子機器。
【請求項２】
　タッチパネルを備え、
　前記コントローラは、
　前記第２モードの場合に、前記タッチパネルによるユーザの接触操作の検出を無効にす
る、請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　加速度センサを備え、
　前記コントローラは、
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　前記ディスプレイの画面表示を中断した直前のモードが第２モードの場合に、前記加速
度センサによって検出された加速度の値が閾値以上であれば、前記ディスプレイの画面表
示を再開する前に前記セキュリティロック画面を表示させる、請求項１又は２に記載の電
子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばスマートフォン、タブレット端末等の電子機器は、一般にタッチパネルを備えて
いる。ユーザは、このような電子機器を、タッチパネルに触れることで制御するのが一般
的である。近年、ユーザが端末から離れて行うジェスチャを例えば赤外線センサによって
検出し、ジェスチャと対応する入力操作を実行する電子機器が知られている（例えば特許
文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－２２５４９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、スマートフォン、タブレット端末等の電子機器は、ユーザがタッチパネルに触
れない状態が続くと消費電力を抑えるために画面をオフ状態にする（画面表示を中断する
）。また、このような電子機器は、電源ボタンが押された場合にも画面をオフ状態にする
。画面をオン状態に復帰する（画面表示を再開する）前には、ユーザ認証のためにＰＩＮ
コード（パスワード）を入力するセキュリティロック画面が表示されるのが一般的である
。
【０００５】
　ジェスチャによる制御を可能にする電子機器であっても、画面をオン状態に復帰する前
にはセキュリティロック画面が表示されるのが一般的である。ユーザは、例えば手が汚れ
ている場合であっても、画面表示を再開するためには、タッチパネルに接触しなければな
らなかった。そのため、電子機器の利便性に改善の余地があった。
【０００６】
　かかる事情に鑑みてなされた本発明の目的は、利便性を高めた電子機器を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態に係る電子機器は、ディスプレイと、前記ディスプレイの画面表示を
制御するコントローラと、を備え、前記コントローラは、前記ディスプレイの画面表示を
中断した直前のモードが第１モードの場合に、前記ディスプレイの画面表示を再開する前
にセキュリティロック画面を表示させ、前記ディスプレイの画面表示を中断した直前のモ
ードが第２モードの場合に、前記セキュリティロック画面を選択的に非表示として、前記
ディスプレイの画面表示を再開する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の一実施形態によれば、利便性を高めた電子機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態に係る電子機器の概略構成図である。
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【図２】ユーザがジェスチャにより電子機器を操作する様子を示す図である。
【図３】ユーザがジェスチャにより電子機器を操作する状況の一例を示す図である。
【図４】図４（ａ）は電子機器の通常の画面、図４（ｂ）はオフ状態となった画面、図４
（ｃ）はセキュリティロック画面の一例を示す図である。
【図５】一実施形態に係る電子機器が実行するモード設定の処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図６】一実施形態に係る電子機器が実行するモードに応じたセキュリティロック画面の
表示処理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（電子機器の構成）
　図１に示すように一実施形態の電子機器１は、ディスプレイ１４と、ストレージ１６と
、通信ユニット１７と、近接センサ１８（ジェスチャセンサ）と、加速度センサ２１と、
コントローラ１１と、を備える。電子機器１はさらに、タイマー１２と、カメラ１３と、
マイク１５と、ＵＶセンサ１９と、照度センサ２０と、地磁気センサ２２と、気圧センサ
２３と、ジャイロセンサ２４と、を備える。図１は例示である。電子機器１は図１に示す
構成要素の全てを含まなくてもよい。また、電子機器１は図１に示す以外の構成要素を備
えていてもよい。
【００１１】
　ディスプレイ１４は画面を表示する。画面は、例えば文字、画像、記号および図形等の
少なくとも一つを含む。ディスプレイ１４は、液晶ディスプレイ（Liquid Crystal Displ
ay）、有機ＥＬパネル（Organic Electro-Luminescence Panel）、または無機ＥＬパネル
（Inorganic Electro-Luminescence Panel）等であってもよい。本実施形態において、デ
ィスプレイ１４は、タッチスクリーンと一体化されてタッチパネルを構成する。タッチス
クリーンは、指またはスタイラスペン等の接触を検出して、その接触位置を特定する。デ
ィスプレイ１４と一体化されたタッチスクリーンは、指またはスタイラスペン等が接触し
た位置を同時に複数検出することができる。
【００１２】
　ストレージ１６は記憶部としてプログラムおよびデータを記憶する。ストレージ１６は
、コントローラ１１の処理結果を一時的に記憶する。ストレージ１６は、半導体記憶デバ
イス、および磁気記憶デバイス等の任意の記憶デバイスを含んでよい。ストレージ１６は
、複数の種類の記憶デバイスを含んでよい。ストレージ１６は、メモリカード等の可搬の
記憶媒体と、記憶媒体の読み取り装置との組み合わせを含んでよい。
【００１３】
　ストレージ１６に記憶されるプログラムには、フォアグランドまたはバックグランドで
実行されるアプリケーションと、アプリケーションの動作を支援する制御プログラムとを
含む。アプリケーションは、例えば、ジェスチャに応じた処理をコントローラ１１に実行
させる。制御プログラムは、例えば、ＯＳ（Operating System）である。アプリケーショ
ンおよび制御プログラムは、通信ユニット１７による通信または記憶媒体を介してストレ
ージ１６にインストールされてもよい。
【００１４】
　通信ユニット１７は、有線または無線により通信するためのインタフェースである。一
実施形態の通信ユニット１７によって行われる通信方式は、無線通信規格である。例えば
、無線通信規格として、２Ｇ、３Ｇ、４Ｇ等のセルラーフォンの通信規格がある。例えば
セルラーフォンの通信規格は、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideban
dCode Division MultipleAccess）、ＣＤＭＡ２０００、ＰＤＣ（Personal Digital Cell
ular）、ＧＳＭ（登録商標）（Global System for Mobilecommunications）、ＰＨＳ（Pe
rsonal Handy-phone System）等を含む。例えば、無線通信規格として、ＷｉＭＡＸ（Wor
ldwideInteroperability for Microwave Access）、ＩＥＥＥ８０２．１１、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）、ＩｒＤＡ（InfraredData Association）、ＮＦＣ（Near Field C
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ommunication）等がある。通信ユニット１７は、上述した通信規格の１つまたは複数をサ
ポートすることができる。
【００１５】
　近接センサ１８は、電子機器１の周囲の対象物との相対距離、対象物の移動方向等を非
接触で検出する。一実施形態の近接センサ１８は白、赤、緑および青を感知する４つの可
視光フォトダイオードを有し、対象物との相対距離を測定することができる。また近接セ
ンサ１８は１つの光源用赤外ＬＥＤ（Light Emitting Diode）と上下左右を感知する４つ
の赤外フォトダイオードとを有する。近接センサ１８は、光源用赤外ＬＥＤからの赤外光
が照射された対象物からの反射光がそれぞれの赤外フォトダイオードに入射する時間差に
より対象物の移動方向を検出する。したがって、近接センサ１８は、電子機器１の使用者
が電子機器１に触れずに行うエアジェスチャ（以下、単にジェスチャと称する。）を検出
することができる。
【００１６】
　加速度センサ２１は、電子機器１に働く加速度の方向および大きさを検出する。加速度
センサ２１は、ｘ軸方向、ｙ軸方向およびｚ軸方向の加速度を検出する３軸（３次元）タ
イプである。加速度センサ２１の種類は限定されない。加速度センサ２１は、例えばピエ
ゾ抵抗型であってもよい。また、加速度センサ２１は例えば静電容量型であってもよい。
また、加速度センサ２１は例えば圧電素子（圧電式）または熱検知型によるＭＥＭＳ（Mi
cro Electro Mechanical Systems）式であってもよい。また、加速度センサ２１は、例え
ば可動コイルを動かしてフィードバック電流によってもとに戻すサーボ式であってもよい
。また、加速度センサ２１は、加速度によって生じる歪を歪ゲージによって測定する歪ゲ
ージ式であってもよい。
【００１７】
　コントローラ１１は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）等のプロセッサであ
る。コントローラ１１は、他の構成要素が統合されたＳｏＣ（System-on-a-Chip）等の集
積回路であってもよい。コントローラ１１は、複数の集積回路を組み合わせて構成されて
もよい。コントローラ１１は、電子機器１の動作を統括的に制御して各種の機能を実現す
る。
【００１８】
　具体的にはコントローラ１１は、ストレージ１６に記憶されているデータを必要に応じ
て参照する。コントローラ１１は、ストレージ１６に記憶されているプログラムに含まれ
る命令を実行してディスプレイ１４等の他の機能部を制御することによって各種機能を実
現する。
【００１９】
　後述する通り、コントローラ１１は、ディスプレイ１４の画面表示を再開する前にセキ
ュリティロック画面を表示させるか否かを制御する。
【００２０】
　タイマー１２はコントローラ１１からタイマー動作の指示を受け、所定時間経過した時
点で、その旨を示す信号をコントローラ１１に出力する。タイマー１２は図１に示すよう
にコントローラ１１の外部に備えられていてもよいし、コントローラ１１の内部に含まれ
てもよい。
【００２１】
　カメラ１３は、電子機器１の周囲の被写体を撮像する。カメラ１３は一例として、電子
機器１のディスプレイ１４が設けられる面に設けられるインカメラである。
【００２２】
　マイク１５は、人が発する声を含む、電子機器１の周囲の音を検出する。
【００２３】
　ＵＶセンサ１９は、太陽光等に含まれる紫外線（Ultraviolet）量を測定することがで
きる。
【００２４】
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　照度センサ２０は、当該照度センサ２０に入射する周囲光の照度を検出する。
【００２５】
　地磁気センサ２２は、地磁気の向きを検出する。例えば電子機器１の向きを地面に平行
な面上に投影した成分が、地磁気センサ２２で取得される向き情報である。地磁気センサ
２２で取得される向き情報は、電子機器１の方位である。
【００２６】
　気圧センサ２３は、電子機器１の外側の気圧（大気圧）を検出する。
【００２７】
　ジャイロセンサ２４は、電子機器１の角速度を検出する。コントローラ１１は、ジャイ
ロセンサ２４により取得された角速度を１回時間積分することにより、電子機器１の向き
を測定することができる。
【００２８】
（ジェスチャによる電子機器の操作）
　図２は、ユーザがジェスチャにより電子機器１を操作する様子を示す。図２では一例と
して電子機器１はスタンドにより支持される。代替例として電子機器１は壁に立てかけら
れたり、テーブルに置かれたりしてもよい。近接センサ１８がユーザのジェスチャを検出
すると、コントローラ１１は当該ジェスチャに基づく処理を行う。ジェスチャに基づく処
理とは、ディスプレイ１４に表示された画面のスクロール、およびディスプレイ１４に表
示された画面の拡大または縮小等である。例えば、本実施形態において、ユーザがディス
プレイ１４の長手方向で下方から上方（図２の矢印の方向）へと手を動かすジェスチャを
行うと、ディスプレイ１４に表示された画面が下方から上方（図２の矢印の方向）へとス
クロールする。
【００２９】
　図２に示す電子機器１はスマートフォンである。代替例として電子機器１は例えば、携
帯電話端末、ファブレット、タブレットＰＣまたはフィーチャーフォン等でもよい。また
、電子機器１は、上記のものに限定されず、例えば、ＰＤＡ、リモコン端末、携帯音楽プ
レイヤー、ゲーム機、電子書籍リーダ、カーナビゲーション、家電製品、産業用機器（Ｆ
Ａ機器）等でもよい。
【００３０】
　図３は、ユーザがジェスチャにより電子機器１を操作する状況の一例を示す。図３の例
で、ユーザは料理のレシピを電子機器１のディスプレイ１４に表示しながら、キッチンで
レシピに従って料理をしている。上記のように、近接センサ１８はユーザのジェスチャを
検出する。そして、コントローラ１１は近接センサ１８が検出したジェスチャに基づく処
理を行う。コントローラ１１は特定のジェスチャ（例えばユーザが手を上下に動かすジェ
スチャ）に応じてレシピをスクロールする処理が可能である。料理中は、ユーザの手が汚
れたり、濡れたりすることがある。しかし、ユーザは電子機器１に触れることなく、特定
のジェスチャによってレシピをスクロールすることができる。したがって、ディスプレイ
１４が汚れること、および料理中のユーザの手にディスプレイ１４の汚れが移ることを回
避することができる。
【００３１】
（セキュリティロック画面）
　ここで、図４（ａ）は、ユーザがアプリケーションを用いて電子機器１に通常の画面表
示を実行させている一例を示す。例えば、図４（ａ）の例では、ユーザはブラウザを起動
して画面３０Ａとして料理のレシピを表示させている。スマートフォン、タブレット端末
等の電子機器１は、ユーザがタッチパネルに触れない状態が続くと、消費電力を抑えるた
めに画面をオフ状態にする（画面表示を中断する）。図４（ｂ）は電子機器１がオフ状態
となって非表示状態（画面３０Ｂ）となった様子を例示する。また、このような電子機器
１は、電源ボタンが押された場合にも画面をオフ状態にする。例えば、調理中のユーザが
電子機器１の電源ボタンに誤って触れた場合にも、電子機器１のディスプレイ１４は図４
（ｂ）のように変化する。そして、図４（ｂ）に示されるような画面表示を中断した状態
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からアプリケーションによる通常の画面表示に復帰する場合には、ユーザ認証のためにＰ
ＩＮコード（パスワード）を入力するセキュリティロック画面が表示される。図４（ｃ）
はセキュリティロック画面３０Ｃを例示する。ユーザが、セキュリティロック画面３０Ｃ
に正しいパスワードを入力すると、電子機器１がオフ状態となる前の画面３０Ａに復帰す
る。
【００３２】
　ここで、電子機器１は、近接センサ１８が検出したジェスチャに基づく処理を行うこと
が可能である。しかし、パスワードの入力には正確を期するためにタッチパネルへの接触
が要求される。仮に、常にセキュリティロック画面３０Ｃが表示されるとすると、ユーザ
は、例えば手が汚れている料理中であってもタッチパネルに接触する必要がある。そこで
、利便性を高めるために、電子機器１は図５および図６を参照して説明する以下の処理を
実行する。
【００３３】
（モード設定）
　電子機器１はモードを複数有する。モードとは電子機器１の全体の動作について制限等
を与える動作モード（動作状態、動作状況）を意味する。モードは同時に１つだけ選択可
能である。本実施形態において、電子機器１は第１モードおよび第２モードを有する。第
２モードは、キッチンでレシピを表示しながら料理を行うのに最適な電子機器１の動作モ
ード（キッチンモード）である。一方、第１モードは、例えばキッチン以外の部屋、およ
び外出先等での使用に適している通常の動作モード（通常モード）である。第１モードお
よび第２モードの詳細な説明については後述する。
【００３４】
　ここで、電子機器１は更に別のモードを有していてもよい。電子機器１は例えば低電力
モードおよび機内モードを更に有していてもよい。低電力モードはコントローラ１１を低
速で動作させてバッテリーを長持ちさせるモードである。また、機内モードは通信ユニッ
ト１７による無線通信を停止させるモードである。以下では電子機器１のモードは第１モ
ードおよび第２モードだけであるとして説明する。
【００３５】
　図５は、電子機器１が実行するモード設定の処理の一例を示すフローチャートである。
まず、コントローラ１１は、電子機器１の起動時に、モードを第１モードに設定する（ス
テップＳ１）。第１モードが標準のモードである。例えば、第２モードで動作する電子機
器１の電源をオフにして再起動すると、コントローラ１１は（第２モードを解除して）第
１モードに設定する。
【００３６】
　コントローラ１１は、タッチスクリーンによるユーザの接触操作の検出を有効にする（
ステップＳ２）。また、コントローラ１１は、近接センサ１８によるユーザのジェスチャ
操作の検出を無効にする（ステップＳ３）。コントローラ１１は、ステップＳ３によって
、ユーザのジェスチャ操作と接触操作との競合を回避する（例えば、ユーザの接触操作を
近接センサ１８がジェスチャ操作として検出することを回避する）。つまり、ステップＳ
２およびステップＳ３によって、コントローラ１１はユーザのタッチパネルへの接触操作
を一層正確に検出することができる。
【００３７】
　コントローラ１１は、第２モード設定条件が満たされるまで、第１モードを維持しなが
ら待機する（ステップＳ４のＮｏ）。コントローラ１１は、第２モード設定条件が満たさ
れると（ステップＳ４のＹｅｓ）、モードを第２モードに設定する（ステップＳ５）。本
実施形態において、第２モード設定条件は、ユーザが電子機器１の設定画面で、モードを
第１モード（通常モード）から第２モード（キッチンモード）に設定することである。こ
こで、第２モード設定条件は、ユーザが第１モードでブラウザを起動して料理のレシピを
表示させることを含んでもよい。
【００３８】
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　コントローラ１１は、近接センサ１８によるユーザのジェスチャ操作の検出を有効にす
る（ステップＳ６）。また、コントローラ１１は、ディスプレイ１４と一体化されてタッ
チパネルを構成しているタッチスクリーンによるユーザの接触操作の検出を無効にする（
ステップＳ７）。コントローラ１１は、ステップＳ７によって、ユーザのジェスチャ操作
と接触操作との競合を回避する。つまり、ステップＳ６およびステップＳ７によって、コ
ントローラ１１はユーザのジェスチャ操作を一層正確に検出することができる。
【００３９】
　コントローラ１１は、第１モード設定条件が満たされるまで、第２モードを維持しなが
ら待機する（ステップＳ８のＮｏ）。コントローラ１１は、第１モード設定条件が満たさ
れると（ステップＳ８のＹｅｓ）、モードを第１モードに設定するためにステップＳ１の
処理に戻る。本実施形態において、第１モード設定条件は、ユーザが電子機器１の設定画
面で、モードを第２モード（キッチンモード）から第１モード（通常モード）に変更する
ことである。また、第１モード設定条件は、コントローラ１１が、キッチンから電子機器
１が持ち出されたと判定すること（後述する図６のステップＳ１５の条件が満たされるこ
と）を含むことが好ましい。さらに、第１モード設定条件は、ユーザが第２モードで料理
のレシピを表示させていたブラウザを終了することを含んでもよい。また、第１モード設
定条件は、ユーザがブラウザで料理のレシピ以外を表示させること、料理のレシピとは関
係のないアプリケーションを起動すること、を含んでもよい。また、代替例として、ユー
ザが電子機器１の設定画面を開いたこと（モードの変更までは含まない）を第１モード設
定条件としてもよい。また、モードの設定は、例えば画面の端部をスワイプ等することで
現れるノーティフィケーション（通知画面）から実行可能であってもよい。ノーティフィ
ケーションが利用できる場合、ユーザは複数階層の設定画面をたどることなく、容易に素
早くモード変更が可能である。
【００４０】
（モードに応じたセキュリティロック画面の表示処理）
　図６は、電子機器１が実行するモードに応じたセキュリティロック画面３０Ｃの表示処
理の一例を示すフローチャートである。コントローラ１１は上記のモード設定の処理とと
もに、以下に説明するセキュリティロック画面３０Ｃの表示処理を行う。
【００４１】
　コントローラ１１は、ユーザの最後の操作から所定時間が経過するまで待機する（ステ
ップＳ１１のＮｏ）。ここで、ユーザの最後の操作は、モードが第１モードであれば、例
えば直近に行われたユーザのタッチスクリーンへの接触操作である。また、ユーザの最後
の操作は、モードが第２モードであれば、例えば直近に行われたユーザのジェスチャ操作
である。コントローラ１１は、ユーザの最後の操作から所定時間が経過すると（ステップ
Ｓ１１のＹｅｓ）、ディスプレイ１４の画面表示を中断させる（ステップＳ１２）。所定
時間は例えば３０秒である。所定時間は、ユーザが電子機器１の設定画面で変更可能であ
ってもよい。ディスプレイ１４の画面表示が中断された場合、例えば図４（ｂ）のように
黒い画面となる。
【００４２】
　コントローラ１１は、画面表示中断の直前のモードが第２モードか否かを判定する（ス
テップＳ１３）。コントローラ１１は、画面表示中断の直前のモードが第２モード、すな
わちキッチンモードであるならば（ステップＳ１３のＹｅｓ）、ステップＳ１４の処理に
進む。一方、コントローラ１１は、画面表示中断の直前のモードが第２モードでない、す
なわち通常モードであるならば（ステップＳ１３のＮｏ）、ステップＳ１７の処理に進む
。
【００４３】
　コントローラ１１は、画面表示中断の直前のモードがキッチンモード（第２モード）で
ある場合に、画面表示の再開を指示するユーザのジェスチャ操作が検出されるまで待機す
る（ステップＳ１４のＮｏ）。つまり、近接センサ１８が検出したユーザのジェスチャ操
作のデータを受け取り、そのジェスチャが画面表示の再開を指示するものであると判定す
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るまで待機する。画面表示の再開を指示するジェスチャ操作は、例えば手を画面にかざす
ジェスチャであってもよいし、手を画面の一の端部から反対側の端部（例えば左端から右
端）に通り抜けるように動かすジェスチャであってもよいし、指先で円を描くジェスチャ
であってもよい。コントローラ１１は、画面表示の再開を指示するユーザのジェスチャ操
作が検出されたと判定すれば（ステップＳ１４のＹｅｓ）、ステップＳ１５の処理に進む
。
【００４４】
　コントローラ１１は、画面表示中断後に加速度センサ２１によって検出された値が閾値
以上でなければ（ステップＳ１５のＮｏ）、ディスプレイ１４の画面表示を再開させて一
連の処理を終了する（ステップＳ１６）。コントローラ１１は、加速度センサ２１によっ
て検出された値が閾値未満ならば、電子機器１がキッチンモードで使用されていた場所（
キッチン）から持ち出されておらず、ユーザと共にキッチンにあると判定する。また、デ
ィスプレイ１４の画面表示の再開は、例えば、図４（ｂ）のような黒い画面３０Ｂが、再
び図４（ａ）のように料理のレシピの画面３０Ａの表示に変化することをいう。つまり、
コントローラ１１は、電子機器１がキッチンから持ち出されてなく、ディスプレイ１４の
画面表示を中断した直前のモードが第２モード（キッチンモード）の場合に、セキュリテ
ィロック画面３０Ｃを表示させない。したがって、キッチンにいるユーザは、セキュリテ
ィロック画面３０Ｃの解除のために、タッチパネルへの接触操作（パスワード入力）をす
る必要がない。ユーザはジェスチャのみでレシピ画面の表示を再開して料理を続けること
が可能である。
【００４５】
　一方、コントローラ１１は、画面表示中断後に加速度センサ２１によって検出された値
が閾値以上であれば（ステップＳ１５のＹｅｓ）、ステップＳ１８の処理に進む。ここで
、ステップＳ１８の処理は、セキュリティロック画面３０Ｃをディスプレイ１４に表示さ
せる処理である。つまり、コントローラ１１は、加速度センサ２１によって検出された値
が閾値以上であれば、電子機器１がキッチンモードで使用されていた場所（キッチン）か
ら持ち出されたと判定する。そして、コントローラ１１は、セキュリティの観点から、セ
キュリティロック画面３０Ｃをディスプレイ１４に表示させる。コントローラ１１は、デ
ィスプレイ１４の画面表示を中断した直前のモードが第２モードの場合であっても、その
後、加速度センサ２１によって検出された加速度の値が閾値以上であれば、ディスプレイ
１４の画面表示を再開する前にセキュリティロック画面３０Ｃを表示させる。換言すれば
、コントローラ１１は、セキュリティロック画面３０Ｃを選択的に非表示として、ディス
プレイの画面表示を再開する。このような制御を行うことにより、キッチンモードで動作
させる場合にも、電子機器１のセキュリティが確保される。本実施形態において、加速度
の値はｘ、ｙおよびｚ軸の合成ベクトルの大きさであるが、２軸の合成ベクトル（例えば
ｘおよびｙ軸）を用いてもよいし、ｘ、ｙおよびｚ軸の少なくとも１つの成分を用いても
よい。
【００４６】
　コントローラ１１は、画面表示中断の直前のモードがキッチンモード（第２モード）で
ない場合に、画面への接触があるまで待機する（ステップＳ１７のＮｏ）。つまり、ディ
スプレイ１４と一体化されてタッチパネルを構成しているタッチスクリーンによって、ユ
ーザの接触操作が検出されるまで待機する。このとき、ディスプレイ１４は、黒い画面３
０Ｂ（図４（ｂ）参照）のままである。コントローラ１１は、ディスプレイ１４への接触
があった場合に（ステップＳ１７のＹｅｓ）、ステップＳ１８の処理に進む。
【００４７】
　コントローラ１１は、セキュリティロック画面３０Ｃをディスプレイ１４に表示させる
と（ステップＳ１８）、関連する以下の処理を行う。まず、コントローラ１１は、タッチ
スクリーンにパスワードが入力されたか否かを判定する（ステップＳ１９）。コントロー
ラ１１は、パスワードが入力されたと判定する場合には（ステップＳ１９のＹｅｓ）、ス
テップＳ２０の処理に進む。コントローラ１１は、パスワードが入力されていないと判定
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する場合に（ステップＳ１９のＮｏ）、ステップＳ１２の処理に戻る。
【００４８】
　コントローラ１１は、パスワードが入力されたと判定した場合、正しいパスワードであ
るか否かを判定する（ステップＳ２０）。コントローラ１１は、正しいパスワードであれ
ば（ステップＳ２０のＹｅｓ）、ディスプレイ１４の画面表示を再開させて一連の処理を
終了する（ステップＳ１６）。一方、コントローラ１１は、正しいパスワードでなければ
（ステップＳ２０のＮｏ）、ステップＳ１８の処理に戻る。
【００４９】
　以上に説明したように、コントローラ１１は、ディスプレイ１４の画面表示を中断した
直前のモードが第１モード（通常モード）の場合に、ディスプレイ１４の画面表示を再開
する前にセキュリティロック画面３０Ｃを表示させる。一方で、コントローラ１１は、デ
ィスプレイ１４の画面表示を中断した直前のモードが第２モード（キッチンモード）の場
合に、セキュリティロック画面３０Ｃを選択的に（例えばキッチンから持ち出されていな
いと判定する場合に）非表示とする。よって、キッチンで手が汚れたり、濡れたりしてい
る料理中のユーザは、第２モード（キッチンモード）で電子機器１を動作させることによ
り、タッチパネルに接触しなくても画面表示を再開することができる。よって、電子機器
１の利便性を高めることが可能である。
【００５０】
　本実施形態において、コントローラ１１は、電子機器１のモードが第２モード（キッチ
ンモード）の場合に、近接センサ１８によるユーザのジェスチャ操作の検出を有効にする
。よって、キッチンで手が汚れたり、濡れたりしている料理中のユーザは、第２モード（
キッチンモード）で電子機器１を動作させることにより、例えば手をかざすといったジェ
スチャによって簡単に画面表示を再開することができる。そのため、調理の各手順に一定
の時間がかかるため画面表示が中断されやすいキッチンでの使用において一層利便性を高
めた電子機器１を提供できる。
【００５１】
　本実施形態において、コントローラ１１は、電子機器１のモードが第２モード（キッチ
ンモード）の場合に、タッチスクリーンによるユーザの接触操作の検出を無効にする。こ
のとき、ユーザのジェスチャ操作と接触操作との競合を回避する。つまり、コントローラ
１１はユーザのジェスチャ操作を一層正確に検出することができる。また、電子機器１の
モードが第２モード（キッチンモード）の場合に、電子機器１が持ち出されることがなけ
れば、セキュリティロック画面３０Ｃが表示されることはない。そのため、タッチスクリ
ーンによるユーザの接触操作の検出を無効にしても操作上の問題（例えばパスワードを入
力できない等の問題）は生じない。
【００５２】
　本実施形態において、コントローラ１１は、ディスプレイ１４の画面表示を中断した直
前のモードが第２モード（キッチンモード）の場合であっても、加速度センサ２１によっ
て検出された加速度の値が閾値以上であれば、ディスプレイ１４の画面表示を再開する前
にセキュリティロック画面３０Ｃを表示させる。つまり、コントローラ１１は、加速度セ
ンサ２１によって検出された値が閾値以上であれば、電子機器１がキッチンモードで使用
されていた場所（キッチン等）から持ち出されたと判定する。そして、コントローラ１１
は、セキュリティの観点から、セキュリティロック画面３０Ｃをディスプレイ１４に表示
させる。このことにより、キッチンモードで動作させる場合にも、電子機器１のセキュリ
ティを確保することができる。
【００５３】
（その他の実施形態）
　本発明を図面や実施形態に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種々
の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。したがって、これらの変形や
修正は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各手段、各ステップなどに
含まれる機能などは論理的に矛盾しないように再配置可能であり、複数の手段やステップ
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などを１つに組み合わせたり、或いは分割したりすることが可能である。
【００５４】
　上記の実施形態では、コントローラ１１は加速度センサ２１によって検出された加速度
の値が閾値以上であることで、電子機器１がキッチンから持ち出されたと判定した。しか
し、コントローラ１１はＧＰＳ信号を通信ユニット１７経由で取得して、演算で求めた電
子機器１の変位量が閾値以上であることをキッチンから持ち出された条件としてもよい。
また、コントローラ１１は地図データと照合を行い、電子機器１の位置が地図上の所定の
領域（キッチン）にないことを当該条件としてもよい。また、コントローラ１１は加速度
センサ２１の値だけでなく、ジャイロセンサ２４およびタイマー１２からの検出値および
測定値を取得してもよい。そして、コントローラ１１は、ジャイロセンサ２４の検出値（
角速度）から電子機器１の傾きを取得する。また、コントローラ１１は、タイマー１２か
ら時間を取得する。そして、電子機器１の傾きが大きく変化したこと、加速度の値が閾値
以上であること、および、これらの変化が生じた時間が所定の時間以上であること、の少
なくとも１つが満たされた場合に、コントローラ１１は電子機器１がキッチンから持ち出
されたと判定してもよい。このとき、加速度センサ２１以外の情報も用いて判定するため
、コントローラ１１の判定の精度が高まる。
【００５５】
　本開示内容の多くの側面は、プログラム命令を実行可能なコンピュータシステムその他
のハードウェアにより実行される、一連の動作として示される。コンピュータシステムそ
の他のハードウェアには、例えば、汎用コンピュータ、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）
、専用コンピュータ、ワークステーション、ＰＣＳ（Personal Communications System、
パーソナル移動通信システム）、移動（セルラー）電話機、データ処理機能を備えた移動
電話機、ＲＦＩＤ受信機、ゲーム機、電子ノートパッド、ラップトップコンピュータ、Ｇ
ＰＳ（Global Positioning System）受信機またはその他のプログラム可能なデータ処理
装置が含まれる。各実施形態では、種々の動作は、プログラム命令（ソフトウェア）で実
装された専用回路（例えば、特定機能を実行するために相互接続された個別の論理ゲート
）や、一以上のプロセッサにより実行される論理ブロックやプログラムモジュール等によ
り実行されることに留意されたい。論理ブロックやプログラムモジュール等を実行する一
以上のプロセッサには、例えば、一以上のマイクロプロセッサ、ＣＰＵ（中央演算処理ユ
ニット）、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）、ＤＳＰ（DigitalSi
gnal Processor）、ＰＬＤ（Programmable Logic Device）、ＦＰＧＡ（Field Programma
ble Gate Array）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセ
ッサ、電子機器、ここに記載する機能を実行可能に設計されたその他の装置および／また
はこれらいずれかの組合せが含まれる。ここに示す実施形態は、例えば、ハードウェア、
ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコードまたはこれらいずれかの
組合せにより実装される。命令は、必要なタスクを実行するためのプログラムコードまた
はコードセグメントであってもよい。そして、命令は、機械読取り可能な非一時的記憶媒
体その他の媒体に格納することができる。コードセグメントは、手順、関数、サブプログ
ラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェアパッケージ、ク
ラスまたは命令、データ構造もしくはプログラムステートメントのいずれかの任意の組合
せを示すものであってもよい。コードセグメントは、他のコードセグメントまたはハード
ウェア回路と、情報、データ引数、変数または記憶内容の送信および／または受信を行い
、これにより、コードセグメントが他のコードセグメントまたはハードウェア回路と接続
される。
【００５６】
　ここで用いられるストレージ１６は、さらに、ソリッドステートメモリ、磁気ディスク
および光学ディスクの範疇で構成されるコンピュータ読取り可能な有形のキャリア（媒体
）として構成することができる。かかる媒体には、ここに開示する技術をプロセッサに実
行させるためのプログラムモジュール等のコンピュータ命令の適宜なセットや、データ構
造が格納される。コンピュータ読取り可能な媒体には、一つ以上の配線を備えた電気的接
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続、磁気ディスク記憶媒体、磁気カセット、磁気テープ、その他の磁気および光学記憶装
置（例えば、ＣＤ（Compact Disk）、レーザーディスク（登録商標）、ＤＶＤ（登録商標
）（Digital Versatile Disc）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイディ
スク（登録商標))、可搬型コンピュータディスク、ＲＡＭ（Random AccessMemory）、Ｒ
ＯＭ（Read-Only Memory）、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable Read-Only Memory）、
ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-Only Memory）もしくはフラ
ッシュメモリ等の書換え可能でプログラム可能なＲＯＭもしくは情報を格納可能な他の有
形の記憶媒体またはこれらいずれかの組合せが含まれる。メモリは、プロセッサ／プロセ
ッシングユニットの内部および／または外部に設けることができる。ここで用いられるよ
うに、「メモリ」という語は、あらゆる種類の長期記憶用、短期記憶用、揮発性、不揮発
性その他のメモリを意味する。つまり、「メモリ」は特定の種類や数に限定されない。ま
た、記憶が格納される媒体の種類も限定されない。
【符号の説明】
【００５７】
１　電子機器
１１　コントローラ
１２　タイマー
１３　カメラ
１４　ディスプレイ
１５　マイク
１６　ストレージ
１７　通信ユニット
１８　近接センサ
１９　ＵＶセンサ
２０　照度センサ
２１　加速度センサ
２２　地磁気センサ
２３　気圧センサ
２４　ジャイロセンサ
３０Ａ，３０Ｂ　画面
３０Ｃ　セキュリティロック画面
【要約】
【課題】利便性を高めた電子機器を提供する。
【解決手段】ディスプレイ１４と、ディスプレイ１４の画面表示を制御するコントローラ
１１と、を備え、コントローラ１１は、ディスプレイ１４の画面表示を中断した直前のモ
ードが第１モードの場合に、ディスプレイ１４の画面表示を再開する前にセキュリティロ
ック画面を表示させ、ディスプレイ１４の画面表示を中断した直前のモードが第２モード
の場合に、セキュリティロック画面を選択的に非表示として、ディスプレイ１４の画面表
示を再開する。
【選択図】図１
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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